現実の図書館状況を反映したストーリーで、図書館はどのように描かれたか : 『襲名犯』『図書室のキリギリス』のケースについて─図書館はどうみられてきたか・15 ─ by 佐藤 毅彦
1．は じ め に


















では、2014 年 9 月 4 日に 「図書館で自分磨き！タダで



















A comparative study of ﬁctional and real libraries in the cases of 
“Shumei Han” and “Toshoshitsu no Kirigirisu”.
── Images of library （15）──
SATO Takehiko
Abstract :  In this paper I examine the images of a library that appear in the novels（“Shumei Han” and 






また、読書週間 （2014 年 10 月 27 日～ 11 月 9 日） 
の期間中、NHK の朝の情報番組 （『おはよう日本』 3）、
『あさイチ』4）、『サキどり』 5）） で、図書館が取り上




土町中央図書館は、Library of the Year 2014 優秀賞を
受賞）7）、「岩手県紫波町」（紫波町図書館の入ってい






































































































































































































ド」 と 「市立図書館の文字」があり、「嘱託職員」 の 「司




















































書」 である 「南條仁」 の思考経路についてもふれられ
ている。




年に三田文学賞新人賞、98 年 『神楽坂ファミリー』 で
































































































































































































































































































書館」では、2014 年 6 月に「誰も借りてくれない本フェ























































































































































































































































なお、「第 16 回図書館総合展フォーラム　ICT を生か
す学校図書館－可能性と繋がる学校図書館」（2014 年 11



















（本文中で参照した web ページは、2014 年 12 月の時点で
公開されていたものです）
10 甲南女子大学研究紀要第 51号　文学・文化編（2015年 3月）
